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lTによる電力会社との情報

連携

日立製作所が持っているプ

ラントデータや建設･保全に

かかわる経験.技術と.ウェ

ブ技術を融合させることによ

り,電力会社との密な技術連

携を可能にし,効率的なプラ

ント建設,運転信頼性の向上,

保全業務の効率向上を実現さ

せていく｡

日立製作所は,原子力プラントの建設･保全業務の高効率化 高信頼性化および技術力のいっそうの向上のために,ERP(業

務統合パッケージ)の導入 業務のウェブ化.ナレッジマネジメントの導入を柱とした業務改革を実施している｡さらに,三次

元CADによる建設･保全業務の高度化とインターネットによる技術情報の連携により,電力会社の業務効率化を支援し,原子

力発電の安定運転と競争力の確保への貢献を目指している｡

はじめに

今日,わが国の原イーカ発電は総発電力量の約35%を占

めており,某幹的エネルギー供給源の一つとなっている｡

原子力発電では高い安全性と信頼性が求められるため,

許認可段階から設計･建設,試験･運転段階に至るま

で,企業活動の全般にわたる信板性確保が重要である｡

一ノJ,電力自由化が進展する今H,電力会社の経営負担

の軽減が大きな課題として浮上し,プラントの建設･道

転･保全業務の効率向__Lが従来にも増して重安となって

いる｡IT(InbrmationTechnology)は,これらの解決策

の一端を担うものである｡

ここでは,高信頼性が要求され,かつ設備集約型であ

る原子力プラントへのIT適用による建設･保守業務の高

度化について述べる｡

業務プロセス改革への取組み

H立製作所は,原子力発電での業務効率の向上とプラ

ントの高信頼性を目的として,業務プロセス改革とIT化

を強ノJに推進している｡

その基本的なアプローチは,(1)ERP(Enterprise

Resource Planning:業務統合パッケージ)を中心に据え

た製造メーカーの基幹業務の統合とデータの一一元化,(2)

イントラネット･エクストラネット(ウェブ)による業務

連携の強化,および(3)ナレッジマネジメントによる原

子力プラントについての技術力の維持･向上である(図1
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図1 日立製作所の業務プロセス改革のための基本アプローチ

基盤ITによって組織と業務の統合を行うとともに,可視化した

指標による継続的な生産性の改善を図り,膜客である電力会社に

最大の価値を提供する｡

参照)｡これらを通じて,顧客である電力会社への価値

を最大化することが重要と考えている｡

原子力プラントは,数百万個に及ぶ機器や配管･弁,

電気･計装品,部品などに対する設計,調達,製作,据

付けという無数の作業から成る総合建設プロジェクトで

ある｡したがって,建設に必要な資金や,工程と品質に

かかわるプロジェクト状態をすばやく的確にモニタし,

適切な処置を講ずることは,プロジェクトを高効率かつ

高品質なものとするために重要なことである｡このため

に,日立製作所はERPを導入し,これを中心としてデー

タベース群を統合している｡

また,プラント建設のための数多くの作業は相キに関

係し合っており,おのおのの業務プロセスや組織間の連

携のシームレス化は,品質向.Lのためにきわめて電要で

ある｡このため,日立製作所は,従来のデータベース･

システム指向から業務プロセス指向へと移行することに

よって業務の流れをウェブ画■曲で記述するなど,プラン

トの運転･保全業務で,顧客である電力会社との連携も

視野に入れてウェブ化を強力に推進している｡

さらに,原子力プラントでは,運転開始後も長期にわ

たる信頼性の確保が必須であることから,世代を越えた

技術の維持･向上が重要であり,この観点から,ドキュ

メント管理,技術経験･ノウハウの伝承･活用のための

ナレッジマネジメントを推進している｡これらにより,

生産にかかわる組織間の業務融合を実現し,かつプラン

トのライフサイクルにわたる品質確保を実現していく考

えである｡
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プラント建設の高度化

プラント建設の分野では,その高度化を目的として,

独自の｢統合建設システム+を開発し,運用している｡こ

のシステムは,電子化した設計と工程情報をベースとし,

ビジュアル化した設計計画とそれにリンクした現地プロ

ジェクトマネジメント機能を持つことを特徴とする建設

支援システムである(図2参照)｡その内容は以下のとお

りである｡

(1)プラント三次元CADの各種シミュレーション機能を

用いた据付け工事詳細計画の早期立案と,物流の｢ジャ

ストインタイム化+の実現

(2)建設現場の管理情報の電子化による間接業務の高効

率化と,的確な作業計画立案の実現

具体的には,まず,建設計画をコントロールする据付

けエリアをプラント三次元CAD上に定義する｡この情報

は同CAD上の設計データとリンクされ,建設をコント

ロールするデータとなる｡据付け工事の計画はエリアご

とに行われ,同CADの各種シミュレーション機能を活用

して検討され,その結果が工程データベースに格納され

る｡この三次元CADは系統設計システムなどともリンク

しており,耐圧･洗浄などの建設計画業務に活用される｡

さらに,建築メーカーともデータ交換が可能で,建屋全

体の建築･機電工事の検討結果はアニメーションとして

関係者に提供され,建設計画に生かされる｡

工程･設計データは現地建設所に電送され,工程管理

や作業指示,立会検査など現地業務全般に電子情報とし

て活用される｡
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図2 日立製作所の統合建設システムの構成

三次元CADデータをベースとして,建設計画の可視化や現地建

設業務の高効率化などを実現している｡



汀活用による原子力発電プラントの建設･保守業務の高度化181

予防保全計画の高度化

原子力プラントでは,安定した電力供給の観点から,

小さな不具合も避けなければならない｡原子力プラント

を構成する束要機器である配管を例にとると,定期検査

時に,溶接部,厚さ,配管支持装置の点検など,事故を

未然に防止するために重要度に応じた種々の点検･検査

が行われており,劣化の兆候が見られれば補修･取り替

えも実施されている｡原子力プラントは,古いものでは

30年以上も運転しており,これらの点検･検杏,補修･

取り替えの記録は膨大なものとなっている｡

このため,R立製作所は,プラント三次元CADをポー

タル(玄関口)として,種々の情幸馴こ容易にアクセスがで

きる保全支援システムの構築を推進している｡このシス

テムにより,記録情報の一元化と適切な点検･取り替え

計画を策定し,原子力プラント予防保全業務の高度化を

回っている｡

この保全支援システムでは,CADデータ上の任意個所

の一郎灸と補修･取り替え履歴,同部位の設計情報などに

容易にアクセスできるため,点検･取り替え計仲立案の

迅速化と保全計画の信頼性向上が可能となる｡さらに,

プラントデータの分析や寿命予測,危険部位の表示とシ

ミュレーションができるので,予防保全にかかわるさま

ざまな潜在･顕在ニーズを発掘することにより,予防保

全計画のいっそうの高度化を図ることができる(図3参照)｡
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温度:1710c

公称値:11.0

前回測定値: 7.4

現状推定値: 5.4

各種情報提供

図3 CADデータからの各種情報へのアクセス例

点横結果から,予想危険部位表示とその部位の各種情報参照,

状況可視化,シミュレーションができる｡

信頼性向上活動の高度化

運転プラントの増加と経年化が進む中で,プラントの

品質確保はますます重要な課題となりつつある｡

日立製作所は,1998年にISO9001を取得して以来,そ

の枠組みの中で顧客を指向した品質保証体制を採ってい

る｡この品質保言il三体制を確実に実行していくために,今

Rでは,ITの適用が求められている｡基本的には,設計

図書とデータの財産化,トラブルなどの技術経験の蓄積,

それらを確実に水1ド展開して反映できる仕組みの構築,

また,これら-･連の活動を可視化することによる組織と

してのメタデザインスキル〔QC(Quality Control)システ

ムの改善能力〕を向上することが重安と考える｡

個別には,以下のシステムやシステム群が考えられる｡〕

(1)先行知見(図書)へのアクセスを容易にする図書管理

システム

(2)新設計品の設計管理を行うシステム

(3)設計審査(デザインレビュー)管理システム

(4)設計変吏管理システムなど設計段階で品質を確保す

るためのシステム群

(5)FTA(Fault Tree Analysis)やフィッシュボーン(安

岡分析)手法などの信栃性評価ツール群

(6)過去のトラブル事例やノウハウ,技術知識を確実に

製品に反映するための技術知識システム群

口立製作所は,これらをウェブ技術で統合することによ

り,さらに高品質の製品の開発を目指している(図4参照)｡

インプロセスでの品質の遣り込み ご･･ゞ洋傘′信頼性向上

設計 製造･調達 建設 試運転

QA/QC活動

ウェブ統合 ウェブ統合

設計図書･データ OC 模査記録 信敵性評価 事例･経験

管理システム システム システム システム 知識システム

注:略語説明

QA(Qua=yAssurance)

図41Tによるプラント信頼性の確保

信頼性にかかわる各種システムをウェブで総合することによ

り,体系的な信頼性確保と状態可視化を行う｡
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インターネットによる技術情報連携

インターネットにより,情報は,瞬時に世界を駆け巡

る時代になっている｡プラントの各種情報も,インター

ネットを介した共有や交換が可能となっている｡これに

より,プラント設計の進展やプラントの改造にかかわる

技術図書をリアルタイムで利用し,プラントの設計から

運転･保守･予防保全までのプラント情報のライフサイ

クル管理を容易に実現できるようになっている｡

日立製作所は,企業間ビジネスに対応した技術図書の

電子書庫データベースシステム"E-net''を運用している｡

この道用実績を生かし,インターネットを介した図書の

検索や授受,審査･承認業務などの各種情報サービスを

通じて,顧客を密接に支援していくことを計画している｡

技術情報サービスでは,顧客から発注されたプラントの

建設プロジェクトに関する図書の検索･閲覧機能と,図

書審査(コメント処理)･承認をインターネット上で電子

的に支援するバーチャルシステムを提供する｡これによ

り,技術コメントの共有が可能となり,プロジェクトの

円滑な推進を支接することができる｡このような図書の

電子的な処理により,顧客の審査業務や付帯業務の効率

向上,情報管理の自動化など,技術情報連携にかかわる

リードタイムを大幅に削減することが可能となる(図5

参照)｡

なお,E-netは顧客のサイトに設置することもできるの

で,顧客がさまざまなメーカーとの技術情報連携を実現

することも可能となる｡

おわりに

ここでは,原子力プラントの建設,予防保全と信頼件
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日立製作所

サーバ

一浪u､▲

′

ノ

Jぺり ′:′敬 図5 インターネットに

よる技術情報サービス

インターネットを利用し

た電子図書検索･閲覧サー

ビスと電子審査･承認サー

ビスの仕組みを示す｡

インターネット上の情報

は,利用者の認証技術と暗

号化技術により,夕帽βへの

情報漏えいの防止ができる｡

保証活動でのIT化,インターネットによる技術情報連携,

およびこれらを支える業務のIT化の方｢呂Jについて述べた｡

運転プラントが約50基に上り,かつ経年化が進む中で,

エネルギー供給の基幹的役割を担う原子力発電には従来

以上に高い信頼性が強く求められている｡このため,日

立製作所は,原子力プラントの技術力の伝承･向上と信

頼性確保,さらに,運用を担う顧客とプラント設備を提

供するプラントメーカーの連携による全体的視点からの業

務効率向上と信頼性向上を図るために,ウェブによる業

務連携･協働を実現するIT化を提案していく考えである｡
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